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 [授業の概要・目的]
心理学は、人間の行動や意識についての科学である。心理学はきわめて幅広い分野だが、大きく自
然科学的心理学と人間科学的心理学に区別される。本講義では、人間の行動や意識を、個体として
の個人の性質としてではなく、さまざまな「関係性」の産物として理解する人間科学的心理学を取
り上げ、その基本的な考え方を学ぶ。

 [到達目標]
人間科学としての心理学の基本的な考え方を理解する。

 [授業計画と内容]
１．イントロダクション
　心理学の歴史を振り返り、自然科学的心理学と人間科学的心理学の区別を概説する
２－４．アフォーダンス
　動物と環境の関係性に基づく知覚の理論として、J.ギブソンが提唱したアフォーダンス理論を紹
介する。
５－８．社会文化的アプローチ
　人間の心の性質（発達や学習）が、本質的に社会・文化・歴史的状況に埋め込まれていることを
強調する理論的立場について説明する。
　・ヴィゴツキーの発達論
　・状況論、特に正統的周辺参加論
９－１１．自己・アイデンティティ
　個人主義的な自己観に代えて、自己・アイデンティティを関係性の産物としてとらえる理論を紹
介する。
　・文化的自己観
　・物語（ナラティヴ）としての自己
１２－１４．アクションリサーチ 
　心理学の重要な方法論として、アクションリサーチを概説する。アクションリサーチは、研究者
と研究対象（当事者）の協同を通じて、現場（フィールド）を改善し、知識を産出する。K.レヴィ
ンとP.フレイレの古典的な実践研究例を紹介し、人間科学としての心理学の研究アプローチを概説
する。
１５．フィードバック

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
定期試験（筆記）により評価する（100点満点）。
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心理学II(2)

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業中に紹介する参考書を、興味と必要に応じて、予習・復習に活用してください。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


